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Transition of Symptoms about Uneasiness of Junior College Students
―Analysis of Investigation Data for four half a Century―




























































































































































































































































１９８２年 １９８７年 １９９２年 １９９７年 ２００２年 ２００７年 全 体
はい いいえ ？ はい いいえ ？ はい いいえ ？ はい いいえ ？ はい いいえ ？ はい いいえ ？ はい いいえ ？
１ ５９ １６ ２５ ６７ １７ ２３ ５６ １３ ３１ ６１ １２ ２７ ７６ １１ １３ ５５ １８ ２７ ６２ １５ ２３
２ ６８ ２０ １２ ５４ ３２ １４ ４９ ３７ １４ ５９ １７ ２４ ７０ １３ １７ ６１ ２３ １６ ６０ ２４ １６
３ １４ ６７ １９ １５ ５５ ３０ １５ ６５ ２０ ２５ ５６ １９ ２１ ４９ ３０ １９ ５４ ２７ １８ ５８ ２４
４ ６６ ２７ ７ ６４ １６ ２０ ５３ ３０ １７ ４０ ４０ ２０ ５５ ３３ １２ ６０ ２８ １２ ５６ ２９ １５
５ １８ ４８ ３４ ３０ ２９ ４１ ２２ ４０ ３８ １１ ５５ ３４ １２ ５８ ３０ １１ ６２ ２７ １７ ４９ ３４
６ １６ ５５ ２９ ３ ５４ ４３ ６ ６８ ２６ １１ ６３ ２６ ２１ ５１ ２８ １０ ６１ ２９ １１ ５９ ３０
７ ４９ ２９ ２２ ３９ ２７ ３４ ２７ ４６ ２７ ４０ ２９ ３１ ３９ ２３ ３８ ３８ ３５ ２７ ３９ ３２ ２９
８ ３１ ５７ １２ １１ ６９ ２０ １０ ８２ ８ ６ ７９ １５ １３ ６３ ２４ １１ ７３ １６ １４ ７１ １５
９ ２５ ６４ １１ ２４ ５０ ２６ ３２ ５６ １２ ２３ ５５ ２２ ３１ ４８ ２１ ２０ ６２ １８ ２６ ５６ １８
１０ ２４ ５７ １９ １２ ７３ １５ ２０ ６４ １６ ２５ ５５ ２０ ３２ ４７ ２１ １８ ６２ ２０ ２２ ６０ １８
１１ ２０ ５４ ２６ ２２ ４２ ３６ ２２ ６０ １８ １６ ５３ ３１ ３２ ３８ ３０ ２８ ４９ ２３ ２３ ４９ ２８
１２ ５９ ２７ １４ ４０ ３０ ３０ ４９ ３２ １９ ５４ ２９ １７ ５６ ３０ １４ ５０ ３８ １２ ５１ ３１ １８
１３ ２７ ５９ １４ ２６ ５５ １９ １９ ６９ １２ １６ ６０ ２４ ３２ ４４ ２４ ２２ ６６ １２ ２４ ５９ １７
１４ １１ ８０ ９ ７ ７６ １７ ７ ８３ １０ ３ ７８ １９ １０ ７５ １５ １４ ７１ １５ ９ ７７ １４
１５ ４５ ４１ １４ ４０ ２４ ３６ ６４ １５ ２１ ６５ ２５ １０ ６６ ２７ ７ ７０ １８ １２ ５８ ２５ １７
１６ １２ ７１ １７ １２ ７５ １３ １１ ７８ １１ ６ ７８ １６ １０ ６６ ２４ １４ ７４ １２ １１ ７４ １５
１７ １４ ７１ １６ ７ ７０ ２３ ８ ８１ １１ ８ ７０ ２２ ２１ ５３ ２６ １４ ６８ １８ １２ ６９ １９
１８ ２２ ６６ １２ １５ ６０ ２５ ２０ ６５ １５ ２０ ６２ １８ ４４ ３２ ２４ ２５ ５９ １６ ２４ ５７ １９
１９ １４ ６７ １９ ６ ６６ ２８ ９ ７８ １３ ８ ７３ １９ ２３ ５４ ２３ １２ ７１ １７ １２ ６８ ２０
２０ ３２ ５７ １１ ３０ ５７ １３ １９ ６９ １２ ３１ ５０ １９ ４０ ４３ １７ ２８ ５６ １６ ３０ ５５ １５
２１ ２９ ５６ １５ ２４ ５５ ２１ １１ ７７ １２ １９ ６８ １３ ２３ ６３ １４ １３ ７１ １６ ２０ ６５ １５
２２ ２１ ６５ １４ １９ ６０ ２１ ２１ ６０ １９ １３ ７３ １４ １８ ７１ １１ １４ ７６ １０ １８ ６８ １４
２３ ８ ７３ １９ １０ ６５ ２５ ５ ８６ １０ ５ ８２ １３ ５ ８６ ９ ８ ７９ １３ ７ ７９ １４
２４ １４ ７４ １２ １４ ７４ １２ １２ ７７ １１ ６ ７９ １５ ２４ ５７ １９ １６ ７３ １１ １４ ７２ １４
２５ ３６ ３５ ２９ ４３ ３３ ２４ ３０ ５１ １９ ３２ ４３ ２５ ３６ ２７ ３７ ３０ ４１ ２９ ３５ ３８ ２７
２６ ３４ ３５ ３１ ２７ ２３ ５０ ２４ ４２ ３４ ３０ ３７ ３３ ３１ ３０ ３９ ２４ ５３ ２３ ２８ ３７ ３５
２７ ２６ ４５ ２９ ２９ ３７ ３４ ２４ ５２ ２４ ２９ ４５ ２６ ４４ ２１ ３５ ２７ ５０ ２３ ３０ ４２ ２８
２８ ３６ ３５ ２９ ５２ １０ ３８ ６８ ７ ２５ ３５ ４２ ２３ ５６ ２４ ２０ ３０ ４７ ２３ ４６ ２８ ２６
２９ ４２ ３４ ２４ ５６ １６ ２８ ６１ ２３ １６ ４８ ２９ ２３ ５８ ２５ １７ ４５ ３４ ２１ ５２ ２７ ２１
３０ ３３ ４１ ２６ ３９ １８ ４３ ４０ ２６ ３４ ２１ ４６ ３３ ３４ ３０ ３６ ２６ ４４ ３０ ３２ ３４ ３４
３１ ４４ ２３ ３３ ３７ ２８ ３５ ２８ ３８ ３４ ３８ ３４ ２８ ４７ ２６ ２７ ３９ ３６ ２５ ３９ ３１ ３０
３２ ３９ ４８ １３ ２３ ２１ ５６ １７ ３０ ５３ １５ ５２ ３３ ２４ ４３ ３３ １０ ６２ ２８ ２１ ４３ ３６
３３ ２９ ５１ ２０ １８ ５６ ２６ １７ ５７ ２６ １７ ５６ ２７ １７ ５９ ２４ １９ ６０ ２１ ２０ ５７ ２３
３４ ２７ ５３ ２０ ２０ ５３ ２７ １５ ６６ １９ １６ ５７ ２７ ３０ ４２ ２８ １５ ５８ ２７ ２１ ５５ ２４
３５ １２ ７４ １４ ７ ７６ １７ ６ ８２ １２ ８ ７８ １４ １５ ６５ ２０ ９ ８２ ９ １０ ７６ １４
３６ ３１ ４７ ２２ １９ ４４ ３７ １４ ５５ ３１ ２１ ５７ ２２ ２９ ３７ ３４ ２４ ５０ ２６ ２３ ４８ ２９
３７ ４５ ３３ ２３ ３４ ４６ ２０ ２６ ６０ １４ ２８ ４４ ２８ ３９ ３７ ２４ ３４ ４６ ２０ ３４ ４４ ２２
３８ １４ ６４ ２３ ２２ ２７ ５１ １５ ３０ ５５ １０ ７０ ２０ １７ ５３ ３０ ６ ７７ １７ １４ ５４ ４２
３９ １０ ８１ ９ ９ ６４ ２７ ７ ８０ １３ ７ ８１ １２ １０ ６０ ３０ ８ ８２ １０ ９ ７５ １６
４０ ４２ ３０ ２８ ４３ １８ ３９ ３１ ４０ ２８ ２６ ３８ ３６ ５０ ２０ ３０ ３４ ３６ ３０ ３８ ３０ ３２
４１ ３４ ３１ ３５ ３１ １８ ５１ ２４ ３０ ４６ ３２ ２８ ４０ ２９ ３２ ３９ ２３ ４４ ３３ ２９ ３１ ４０
４２ ３２ ４３ ２５ ２９ ４２ ２９ ２０ ５８ ２２ ２７ ４２ ３１ ２７ ３９ ３４ ３２ ４３ ２５ ２８ ４５ ２７
４３ ４３ ３１ ２６ ４２ ２８ ３０ ３３ ４１ ２５ ４４ ２６ ３０ ４４ ２４ ３２ ３４ ３６ ３０ ４０ ３１ ２９
４４ ２５ ５７ １８ １８ ４９ ３３ １１ ６６ ２３ １３ ６４ ２３ ２２ ５４ ２４ １６ ６４ ２０ １８ ５９ ２３
４５ ５５ ２９ １６ ３３ ３０ ３７ ２４ ４６ ３０ ３２ ４０ ２８ ５０ ２６ ２４ ２７ ５１ ２２ ３７ ３７ ２６
４６ ５３ ２９ １８ ２２ ４７ ３１ ２１ ５７ ２２ ４８ ２７ ２４ ４３ ２６ ３１ ３０ ５２ １８ ３６ ４０ ２４
４７ ２４ ４２ ３４ ２９ ３０ ４１ ２２ ３８ ４０ ３０ ３０ ４０ ５３ １７ ３０ ３６ ２５ ３９ ３２ ３０ ３８
４８ ４２ ４４ １４ ２３ ４６ ３１ １３ ６８ １９ １４ ５８ ２８ ３７ ４２ ２１ ２１ ５５ ２４ ２５ ５２ ２３
４９ ３３ ４２ ２５ ４５ １８ ３７ ４３ ２３ ３４ ４８ ２０ ３２ ５７ １３ ３０ ５８ １９ ２３ ４７ ２３ ３０
５０ ７６ １０ １４ ６７ ４ ３０ ６７ ２ ３１ ３０ ３２ ３８ ６０ １２ ２８ ３７ ２３ ４０ ５６ １４ ３０
（注）全体の数字は，１９８２～２００７年を合わせた結果を示すものである。




































１９８２年 １９８７年 １９９２年 １９９７年 ２００２年 ２００７年 全 体
自信をもって物事に
あたれないと思うこ






























































































































































































と が よ く あ る。
（３７％）
細かいことが気にな


































１９８２年 １９８７年 １９９２年 １９９７年 ２００２年 ２００７年 全 体


































































































































































































































































１９８２年 １９８７年 １９９２年 １９９７年 ２００２年 ２００７年 全 体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
０～９．５ ２０ １３ ７ ６．１ １５ １１．２ １１ １０．２ ７ ６．１ ２５ １７．１ ８５ １１
１０～１４．５ １６ １０．４ １７ １４．８ ３７ ２７．６ ２６ ２４．１ １１ ９．６ ２６ １７．８ １３３ １７．２
１５～１９．５ ３４ ２２．１ ２８ ２４．３ ３３ ２４．６ ２２ ２０．４ １５ １３ ３１ ２１．２ １６３ ２１．１
２０～２４．５ ３０ １９．５ ２１ １８．３ ２８ ２０．９ ２２ ２０．４ ２５ ２１．７ ３１ ２１．２ １５７ ２０．３
２５～２９．５ ２６ １６．９ ２９ ２５．２ １１ ８．２ １７ １５．７ ３６ ３１．３ １５ １０．３ １３４ １７．４
３０～３４．５ １７ １１ ９ ７．８ １０ ７．５ ５ ４．６ １４ １２．２ １３ ８．９ ６８ ８．８
３５～５０ １１ ７．１ ４ ３．５ ０ ０ ５ ４．６ ７ ６．１ ５ ３．４ ３２ ４．１
合 計 １５４ １００ １１５ １００ １３４ １００ １０８ １００ １１５ １００ １４６ １００ ７７２ １００
平 均 ２１．１ ２１．３ １７．６ １８．８ ２３．３ １８．５ ２０．１
標準偏差 ±８．６ ±７．４ ±６．７ ±８．３ ±７．７ ±８．８ ±７．９
（注）全体は，１９８２～２００７年を合わせた結果を示すものである。
表６ 不安スコアの平均の調査年の間の統計的有意差（数字は t値）
調査年 ２００７年 ２００２年 １９９７年 １９９２年 １９８７年
１９８２年 ２．８２ ２．１７１ ２．２２５ ３．２２３ ０．１９２
１９８７年 ２．８１１ ２．０５３ ２．６１ ３．８６５
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１９９２年が７項目，１９９７年が９項目と年とともに増
える傾向にあったが，２００２年には一転してわずか
１項目に減少した。しかし，２００７年には４項目に
まで増加した。不安スコアの平均の推移をみる
と，１９８２～１９８７年に２１点台であったものが，１９９２
～１９９７年では１７～１８点台にいったん低下し，不安
の愁訴が減少傾向に向かうと思われたが，２００２年
には２３点台と最も高いスコアを記録した。しか
し，２００７年には１８点台と１９９７年のレベルにまで低
下した。不安スコアが１０点未満と不安の愁訴が
非常に少ないと思われる学生の比率は，２００７年が
１７％と最も高く，以下１９８２年が１３％，１９９２年が
１１％，１９９７年が１０％と続き，１９８７年と２００２年が共
に６％と最も低かった。逆にスコアが３０点以上と
不安の愁訴が非常に多いと思われる学生の比率
は，１９８２年と２００２年が共に１８％と最も高く，以下
２００７年が１２％，１９８７年が１１％，１９９７年が９％と続
き，１９９２年が８％と最も低かった。
このように，１９８２～２００７年の不安テストの分析
結果から多くのことが明らかになったが，不安の
愁訴の中に身体症状に関係するものが比較的多い
傾向にあることは，日常の生活行動・習慣の問
題，すなわち不健康な生活リズムが身体症状の愁
訴の多さにつながっていることも考えられるの
で，特に身体症状の訴えの多い学生の食事・睡
眠・運動など健康との関わりの深い日常生活行
動・習慣の様子を把握し，問題点などがないかど
うかさらに調査を進めていく必要があると思われ
る。また不安の愁訴の多い学生が実際に学習や日
常生活において強いストレスにさらされていない
かどうか，またそれらが充実した学生生活を送る
上での障害になっていないかどうかなど，学生
個々への対応も重要になってくると思われる。さ
らに，今後不安スコアがどのように推移していく
のか，このまま改善の方向に向かっていくのか再
び悪化に転じるのか，現時点では予測できないの
でさらに継続的に調査を実施し，不安スコアの変
化を細かく把握していき，その都度必要な改善策
をとっていくことが不可欠であるように思われ
る。
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